
 

大池中学校区 学校適正配置検討会議（第７回） 会議録 

 

１ 日  時 令和３年３月 22日（月） 午後６時 30分から 

２ 場  所 大阪市立大池中学校 多目的室 

３ 出 席 者 

  （委員） 

   足立 須香委員、上堀内 佳朗委員、川瀬 邦彦委員、菱田 享宏委員、藤原 智代委員、

古田 邦一委員、安田 宣哲委員、山室 嘉子委員、吉田 久恵委員 

  （学校） 

   上田 健二（大池中学校長）、高尾 祐彦（御幸森小学校長）、柿野 久（中川小学校長）、

庄司 量士（舎利寺小学校長） 

 （教育委員会事務局） 

山口 照美（生野区長兼生野区担当教育次長）、櫻井 大輔（生野区副区長兼生野区教育

担当部長）、花月 良祐（教育委員会事務局総務部学校適正配置担当課長兼生野区役所地

域活性化担当課長）、樋口 義雄（総務部首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長）、

井平 伸二（生野区役所安心まちづくり担当課長）、大川 博史（生野区役所地域活性化

担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長）、三宅 俊之（総務部学事課学

校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性化担当課長代理）、川楠 

政宏（生野区役所地域まちづくり課地域活性化担当課長代理兼教育委員会事務局総務部教

育政策課生野区教育担当課長代理）、竹口 一吉（学事課担当係長）、堀内 威雄（生野区

役所地域まちづくり課担当係長）、竹中 一郎（生野区役所地域まちづくり課担当係長兼

教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長）、白石 秀一（生野区役所地域まちづくり

課係員兼教育委員会事務局総務部教育政策課係員）、三好 みなみ（生野区役所地域まち

づくり課係員）、西川 明宏（生野区役所地域まちづくり課係員兼教育委員会事務局総務

部教育政策課係員） 

（傍聴）10名 

４ 議題 

 （１）小中一貫校の通称について 

 （２）大池小学校の校歌について 

 （３）その他 

５ 議事要旨 

 （１）行政からの説明 

【大阪市立学校設置条例の改正について】 

（説明者：竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・令和３年２月 25日の市会本会議にて、生野中学校区、田島中学校区、大池中学校区を令和

４年４月に再編する「大阪市立学校設置条例の一部を改正する条例案」が可決された。 

【小中一貫校の通称について】 

（説明者：大川地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

（配布資料に沿って説明） 



 

・小中一貫校の通称は必須ではないが、市内の既設の小中一貫校では通称をつけている。大

池中学校区の小中一貫校でも通称をつけるということで良いか、提案をする。 

【大池小学校の校歌について】 

（説明者：柿野中川小学校長） 

（議事資料及び音声により、校歌の披露を行った。） 

【大池小学校開校に向けた施設整備について】 

（説明者：柿野中川小学校長） 

（報告資料１に沿って説明） 

【通学路の安全対策について】 

（説明者：大川生野区役所地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課

長） 

（配布資料に沿って説明） 

・「児童の安全確保と居場所づくり事業」について、事業内容が決まった。 

・下校時の見守りを行う指導員の具体的な配置場所について、学校と相談を行っていく。 

（説明者：三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域

活性化担当課長代理） 

（報告資料２に沿って説明） 

・外側線、横断歩道、止まれ表示等の線が薄くなっている箇所についての資料は警察、建設

局に提供し、確認をいただいている。令和３年度の早期に塗装されるよう依頼をしている

が、年度明けすぐの対応は難しいとのことだが、通学路の安全対策であることも考慮し、

区内の工事のなかでも早めにできるようにしていくと聞いている。 

・舎利寺小学校区の安全点検については、日程調整ができ次第、現地確認を行い、次回の検

討会議で報告のうえ、関係機関に対応を依頼する予定としている。 

【学校体育施設開放事業について】 

（説明者：堀内地域まちづくり課担当係長） 

・大池小学校での学校体育施設開放事業の運営については、令和２年５月から御幸森・中川

の両校間の調整を始め、８月から運営委員会に区役所も入り調整を進めてきた。 

・令和２年９月の中川小運営委員会の際に、少年野球については、中川小の施設では受入が

難しい旨の話があった。 

・学校、区で協議したが、施設の安全管理面から現時点では受入が不可能という形になった

ため、10月に実施した両校の運営委員の代表数名による集まりの際に、その旨を区から説

明し、他の中学校等での活動を提案した。 

・この間、受入先を探してきたが、定期的・継続的に活動できる場所が見つかっていないと

いう現状で、御幸森小跡地を暫定的に１年間利用できないかということで模索を始めてい

る。 

 （２）意見等の概要 

  【大阪市立学校設置条例の改正について】 

（意見等なし） 

【小中一貫校の通称について】 



 

（委員） 

・大池、大池だからいいのかなというのもあるんですけれども、例えば、私もよくわからず

にイメージでいうと、どんな感じなんか挙げていただくのと、小中一貫校自体のイメージ

が私もよくわからなくて。施設一体型だとまだイメージが湧くんですけれども、離れてい

るところでの小中一貫校の、どちらかというと中身的なことを、前に説明があったのかも

しれないんだけど、いまいちイメージが湧かないところがあるので、先にそっちかなとは

思うんですけれども。その上で通称名が必要であるのであれば、別に全然ニックネームみ

たいな感じで、みんなで言えばいいんだけれども、ここでどうこうというわけで。反対し

ているわけでではないです。あってもいいかなと思うんだけれども、どんなイメージで、

今、どんな感じで市内はやってはるのかちょっと教えていただけたらありがたいです。 

（大川地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・今日用意しています資料を今からお配りさせていただきます。 

・今お配りしました資料、通称選定の決め方（案）ということで書かせていただきました。

これは小学校の名前を決めるときにも、一度ご議論をいただきました方法を書かせていた

だいていますのと、下に参考ということで大阪市内にあります小中一貫校の通称と学校名

を書かせていただいています。括弧の中に書いていますのが、小学校の正式名称と中学校

の正式名称、左に書いていますのが、小中一貫校としての通称名ということになってござ

いまして、例えば浪速区にあります浪速小学校と日本橋中学校、こちらは日本橋小中一貫

校という名前になっています。東淀川区にございます西淡路小学校と淡路中学校、ここに

つきましては小中一貫須賀の森学園、同じく東淀川区にあります啓発小学校と中島中学校、

こちらが小中一貫校むくのき学園、住之江区にございます南港みなみ小学校と南港南中学

校が咲洲みなみ小中一貫校、東住吉区にございます矢田小学校と矢田南中学校がやたなか

小中一貫校、西成区にございます新今宮小学校と今宮中学校がいまみや小中一貫校、とい

うことで通称をつけております。この 2 の括弧の中にあります学校の正式名称、これは条

例で定めておりまして、左にございます通称名、こちらについては教育委員会規則で定め

ているという形になってございます。 

（樋口総務部首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長） 

・失礼します。教育委員会樋口でございます。先ほど、委員から施設連携型小中一貫校とい

うものが、どういうものなのかというようなことが、イメージが湧かないということのお

話がございました。先日の校長連絡会のほうで共通理解を図っていたんですけれども、こ

れは、放っておけば小学校と中学校、施設が離れていますので、小中一貫校というふうに

ならないというか、なんですね。 

・9 年間を何でつなぐのかというふうなことにつきましては、ちょっと横文字を使わせてい

ただきますと、コアカリキュラムというふうなものをしっかりと位置づけて進めていきま

す。そのコアカリキュラムというのは、何なのかと言いますと、このそれぞれの学校ごと

にいろいろと特色を出すんですけれども、この大池小学校、大池中学校の小中一貫校にお

きましては、御幸森小学校で展開していったユネスコスクールの考え方、実際にそういっ

たものを継承して、9 年間で多文化共生教育をしっかりと展開していこう、そしてグロー

バル化社会を生き抜くような子どもたちに、そういった力をつけていこうというふうな考



 

え方で整理を図ってきたところでございます。 

・より具体化につきましては、今後、また校長先生方、また地域、保護者の皆さんのご意見

をいただきながら、しっかりと子どもたちのための学校づくりをしていきたいと考えてお

ります。以上でございます。 

（委員） 

・樋口先生ありがとうございます。こういうふうにおっしゃっていただいたら、なるほどな

と思うので、皆さんで決めるイメージが湧いてきました。ありがとうございます。できた

ら、そういう口頭ではなくて、この名称のところに、こういうのを、イメージを入れてい

ただくと、何のためにこれをするのかというのを、何でもそうだけれども、先に形ありき

じゃなくて、基本はやっぱり学校がよくなるための再編統合だというふうに基本思ってい

ますので、そこら辺を軸に進めて詰めていただくのであれば、やっぱり何のためのという

ところでいうと、そういうことを言って、特に今回は御幸森と中川と舎利寺、中学校って

なるので、できたら、ペーパーで文字として明記してもらえたらありがたいなと思います。 

（樋口総務部首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長） 

・ありがとうございます。おっしゃっていただいたように、今後は形づけて、形になってい

ない段階でなかなかお伝えすることも難しいんですけれども、何とかしっかりとこの場に

ご報告できるように努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

（大川地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・ほかにご質問とか、ご意見ございませんでしょうか。 

・そうしましたら、小中一貫校としての通称名をこれから考えていくということでよろしい

でしょうか。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・すみません。それでしたら、通称名のほうをつけていくということでございますので、次

回、どのような方法で決めていくかというのを議論ができたらいいかなと思いますので、

またよろしくお願いしたいと思います。小中一貫校の通称につきましては以上です。 

【大池小学校の校歌について】 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・次に議題 2、大池小学校の校歌についてでございますが、校歌につきましては柿野校長先生

の手により完成いたしまして、各委員の方へは事前に音源のほうを送付させていただいた

ところでございます。 

・改めてこの場において、大池小学校校歌を流させていただきまして、その後、ご意見等が

ございましたら、お伺いしたいと思います。 

（柿野中川小学校長） 

・校歌を作らせていただいたんですけれども、早速、4月入りましたら入学式、始業式と、大

池小学校が開校しましたら校歌が要るわけで、誰も歌われへん中ではちょっとスタートが

できないので、現在の 5年生のほうで前もって、録音と動画を撮っています。 

  ・私も御幸森小学校に一度行って練習をして、本校でも 5 年生の子を中心に練習して、最終

的に御幸森小学校の5年生とうちの5年生が一緒に録音をしたという経過になっています。 



 

  ・それを最初のところは、1 番だけですけれども使おうと思っています。初めて聞く曲なの

で、まだ馴染んでいないので、少しちょっとピンと子どもたちもきていないんですが、こ

れをやっぱり育てていって、いずれ、中学生の子とかも歌ってくれるようになったらいい

かなという思いで作っていますので、ちょっとテンポも予定よりも遅い目ですけれども、

今の段階、1～2回の練習で一応音源をとっていますので、それをちょっと聞いてもらおう

と思っています。 

＜児童が歌った校歌を試聴＞ 

（柿野中川小学校長） 

  ・1番だけですけれども、一応、これの動画とそれから音源を先に録音をしています。 

・以上です。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・どうもありがとうございます。ただいま、校歌、非常によかったと思います。 

  ・皆様、拍手で。 

  ・新しい学校でまた聞けることを楽しみに、皆様、しておりますので、よろしくお願いしま

す。ありがとうございました。 

  ・それでは議題のほうは以上になりまして、次に報告のほうに移らせていただきますが、よ

ろしいでしょうか。 

  【中川小学校における学校設備の環境整備について】 

  ・報告１といたしまして、中川小学校における学校施設の環境整備について柿野校長先生の

ほうからご報告をお願いしたいと思います。 

（柿野中川小学校長） 

・本日の資料にも添付して、報告資料 1 というのもありますが、全部が全部読み上げていっ

てもあれなんですけれども、学校としては特に安全面で少し危惧されることについては、

今年度中に整備ということで、というのがまず 1つの狙いです。 

  ・それから、御幸森小学校の子どもたちが来たときに変わったな、過ごしやすいな、来てよ

かったなと思えること、これがコンセプトで改修を進めてまいりました。これは、いろん

なことを年度内に無理を言いながら進めてまいったわけですけれども、まず 1 つ大きなこ

とは、子どもたち誰もが使うということで、学校図書館、図書室の整備ということをまず

大きな重点として整備をしています。 

  ・まず照明、それから書架、それから絨毯ですね。誰もが入って、図書室に来てよかったよ

なって、本に手をできるだけ伸ばして、少しここで過ごしたいなと思うこと。それから照

明をいろいろ工夫して、どの場所におっても少し気分も変えられるというような形で整備

をしていっております。これが 1つ目の大きなところです。 

  ・今もう、まさに、本を最終入れていって、詰めた後に年度内に使えるようにということで

やっています。本校の図書ボランティアの保護者の方、地域の方、それから卒業前の作業

ということで、6年生が中心に本を出して、それからまた入れてという作業をしています。 

  ・それから、給食室。これは学校にとって非常に大事なところであります。そこの照明であ

ったり、それから不具合、例えば扉、安全面も含めて扉であったり、それから冷蔵庫であ

ったり、そういったものを入れかえたり整備をして、本校は大池中学校と親子給食の中で



 

整備をしていきますが、そこのところが非常に重点、子ども全員が使うところですから、

気持ちよく、児童が溜まるところの雰囲気は随分 1 年間で変わりました。そんなところで

給食指導がしやすいようにという形でしています。ここにありますように、シャッターで

あったりとか、そういったところを含めた細かいところをやっております。 

  ・それから、大きく 3 つ目というのは、災害のことも含めて、講堂・体育館の整備というこ

と。まず床、これは懸案として床が一部ちょっと破損した状態になって、これをまずきれ

いに床を直して、ラインを引き直して。それから照明を LEDにしています。全部、今 LED

でつくようにしています。いざとなれば災害の避難場所にもなるということ。それから、

細かいいろんな式典であったり、行事でも使っております。そういったことを中心に整備

を進めてきております。 

  ・ほかにも、今工事が入っているところでいうと、トイレのタイルが浮いてきているところ、

これは安全面ですね。そんなことを含めて今工事中であります。 

  ・それから新しく教職員集団が活用しやすいようにということで、インターホンの整備であ

ったりとか、そういったものも年度内にしております。電話であったりとか、それからチ

ャイム、そういったものも入れ替えて、子どもたちが気持ちよく 4 月からスタートできる

ようなところを中心に進めております。 

・あと物品ですけれども、一応予定どおりに大池小学校の名が入るようなものについては 3

月 24日から 3月末に入るということで、業者とも確認をしております。大きな新しい校章

の入った旗も何種類か要るんですけれども、これが一番最初にきたやつを入学説明会、そ

れから在校生の説明会の折にも使いながら、こういった校章、それからこういった旗にな

りますということをお示しをさせていただきながら進めています。 

  ・あと、いろんな防犯のプレートとか、そういったものも全部大池小学校という名前に変え

ていかなきゃなりませんから、これも 4 月始まってからではだめですので、今やりとりを

しながら間に合うように進めていっております。 

  ・あと運動場の整備、破損がなっておりました防球ネットであったり、多目的室ですね。こ

れは今後また地域も含めて活用する機会は多くなります。 

・そういった部分の整備をぎりぎりのところまで、間に合うように進めております。 

  ・それと、本校は親子給食もそうですけれども、英語教諭が配置されております。現在でも、

本校から御幸森小学校、それから、お隣の東中川小学校に英語教育推進事業で英語教諭の

ほうが行っていますが、執務する場所もないということで、会議室をちょっと工夫して執

務の場所、それから資料を保管する場所、そういった整備もようやく間に合って、進めて

おります。 

  ・あと、エアコンであったり、そういったものの整備、主に、もうあと数日もあれば御幸森

から搬入されるもの、これの受け入れの準備を今学校ではまさに進めていっているところ

でございます。 

  ・以上でございます。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・ただいまの報告につきまして、ご質問等ございませんでしょうか。 

（委員） 



 

・済みません。ありがとうございました。43 と 44 の計画的に実施予定の方針というのは、

まだ決定していないということですか。 

・南館の屋上防水改修工事等、実施予定ということは、予定だから決定はまだしてないんで

すか。 

（柿野中川小学校長） 

・防水は次年度予算。 

（花月教育委員会事務局総務部学校適正配置担当課長兼生野区役所地域活性化担当課長） 

・おっしゃっていただいたとおり、決定ということではないんですけれども、していくとい

う方針のほうは決定していますんで、また時期が決まりましたら、またご報告のほうをさ

せていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

（委員） 

・これが出てくるのが、今日というのが、もうちょっと早く出していただきたかったかなと

いうふうに思っています。 

  ・というのは、通学路等については議論したりとか、もっとこうしたらいいということで、

ただ学校については、私たちはわからないので、校長先生がご相談されて、こうやなとい

うことではあるにしても、今なぜ 43、44って聞いたかというと、一応やる方向ということ

なので、安心ですけれども、例えば、全部出された要求が通ったこの結果なのか、幾つか

調整があってこの報告なのかというのもわからないし、最初、とりあえずこういう要求を

出したけれども、通学路のときと一緒で私たちはすごいいっぱい言うたけれども、結局こ

れだめ、無理ですみたいな議論があったけれども、これについては、一応調整は委員会と

学校でされていると、それはそれでいいんですけれども、本当に全部のところの要求がど

うやったんかなというとこら辺も、そのための会議ではないかなというふうには思ってい

るので、報告というたてつけもいいと思うんですけれども、途中経過で、一応こういうの

を出して、今こういうふうにしてて、ここがまだやっぱり具体的には難しいとかそういう

ふうな報告もあってよかったん違うかなと。こういうのを出してくれと言わないと出てこ

ない感じではないかなというふうに。 

  ・以上。私、今後のこともあるので。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・そのほか、ご質問等ございませんでしょうか。ありがとうございました。 

  ・それでは、報告 2 といたしまして、通学路の安全対策について事務局よりお願いいたしま

す。 

（大川地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・済みません、失礼します。きょうお配りした資料の一番最後のページ、児童の安全確保と

居場所づくり事業実施内容という紙を一枚ものでつけさせていただいています。 

・これまでの検討会議では、資料なしでイメージを説明させていただいたことがあるんです

けれども、今回、正式に事業として実施していくことが決まりましたので、本日も改めて

ご報告をさせていただきます。 

  ・この 4 月から、いきいき放課後事業は新しい学校、大池小学校での活動となってまいりま

すけれども、これまでの説明会ですとか、いただいた意見の中で仕事のご都合などで、い



 

きいきに迎えに、時間が間に合わないといったこと、こういった意見を頂戴してまいりま

した。 

  ・そういったことから、原則、御幸森小学校区の希望される方につきましては、生野区から

委託契約をするんですけれども、契約事業者の指導員 2 名が大池小学校のいきいきから元

御幸森小学校まで児童を連れ帰ると、引率しまして、その元御幸森小学校で 17 時から 18

時までお子さんをお預かりすると。その間に保護者の方に迎えにきていただく。そういっ

た事業を開始いたします。 

 ・そのいきいきにお迎えにきていただくことの負担軽減といったことと、あともう１点、こ

れまで同じようにいただいてきました意見が、下校時の子どもの安全についてのご不安な

どを頂戴してまいりました。 

  ・ですので、この元小学校で子どもをお預かりする指導員 2 名が、その事業を開始するまで

の間、イメージで申し上げますと大体午後 2 時半から午後 4 時半ぐらいまでの間、この間

につきましては、大池小学校区内を見守り活動をすると、そういった形で下校時の安全対

策の一助になればということでやらせていただきたいと思っています。 

  ・指導員につきましては、腕章などで見た目でわかるようにはしてまいりますけれども、あ

と実際に、そしたらどこをどう見守っていくのかといったこと、こういったことにつきま

しては、また今後、学校とも相談しながら 2 名で巡回するですとか、どこか定点に立つと

か、そういったことも含めて一番有効な形で実施してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  ・私のほうからは以上です。 

（三宅総務部学事課学校適正配置担当課長代理兼生野区役所地域まちづくり課地域活性化担

当課長代理） 

・それでは続きまして、教育委員会事務局、生野区役所の地域活性化担当課長代理の三宅で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

  ・1 月 7 日の、前回の第 6 回の検討会議におきまして、中川小学校区のほうでも外側線とか

止まれの表示とか、今、停止線のほうが消えているところがあるので、やり直しをしてほ

しいということでご要望をいただきました、これにつきまして、報告資料 2 の 1 のほうを

ご覧いただけますでしょうか。 

  ・ちょっと、色がつき過ぎて見えにくい部分はあるんでけれども、まず緑色で表示して、ラ

インを引いている、ちょっと太めのラインで表示させてもらっているところが、令和 3 年

度にグリーンラインとか、外側線とか、そういったものを新たに塗装してもらう場所にな

ります。 

  ・オレンジ色のほうで表示しておりますところにつきましては、本年度、令和 2 年度にグリ

ーンラインとか外側線等を塗装した場所になっております。それから、また外側線、横断

歩道とか、止まれ表示などで線が薄くなっている箇所についても塗り直しを順次していた

だくということになっておりまして。線が薄くなっている箇所、これもお配りしています

報告資料 2の 2のほうですね。これが写真箇所図ということで、それから報告資料 2の 3、

これが箇所図にあわせて、それぞれの場所を写真を撮ったものになります。 

  ・これを見ていただいてもおわかりいただけるかと思いますが、確かに線が薄くなっていて、



 

読み取れないとか、何の表示かわからないというような所が中に出てきておりますので、

これにつきましては、この資料を建設局と警察のほうにお渡ししておりまして、今確認を

していただいているというところになります。 

  ・令和 3 年度の、早期に何とか塗装してほしいということでお願いはしております。ただ、

4月に年度が変わりますので、新たな年度での発注手続き、入札手続、それから契約手続が

必要になってきますので、年度が変わってすぐにということは難しいですが、通学路のこ

ともありますので、その辺を考慮して、工事の中でもなるべく早くするというふうには言

っていただいておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

・また、舎利寺小学校校区の安全点検のほうにつきましては、日程調整のほうを今現在、区

役所のほうにしていただいておりますので、調整できしだい現地確認のほうを行いまして、

資料がまとまりましたら、また皆さんのほうに報告をさせていただいて、それから関係機

関のほうに対応をお願いするような段取りで考えております。 

  ・説明のほうは以上になります。よろしくお願いいたします。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・ただいまの報告につきまして、ご質問のほうはございませんでしょうか。 

（委員） 

・この薄い箇所とかのライン引くのにも伴ってなんですけれども、大池小学校になったとき

の交通安全の何か指導というか、そういうのも入ってからすぐはされるんですか。通学路

って変わるのってなかなかないと思うんで、今、御幸森小学校のほうは大幅に変わるんで、

その点ちょっとですね。 

（樋口総務部首席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長） 

・私から答えていいのかちょっとわかりませんけれども、これは新しい学校になって、もう、

すぐ 4 月に計画されている中身になってきます。子どもたちに、警察の方にも御協力いた

だいて、実際、校内にはなるんですけれども、交通安全指導というものは行います。 

  ・また、登下校の際のやはり現場での安全確認、危険な所、そういったものも丁寧に指導し

ていく必要があるというふうに考えておりますので、これは学校のほうできちっとやって

いくだろうというふうな中身になろうかと思います。 

（高尾御幸森小学校長） 

・失礼します。本校では、御幸森小学校、2月から集団登校を開始したんですけれども、その

間、地域の方の見守りも連携をとってしていただいていたのと、それから教職員が２週間

は集合場所まで行って、子どもたちの様子を見守りながら登校する練習をしてきていまし

た。 

  ・それから、今度、大池小学校に行くと通学路が変わって、御幸森ではなくて大池まで通う

ので、今日、一度登校した後に再度学校から集合場所までそれぞれ戻って、集合場所から

中川小学校まで行くという、大池小学校まで行くという練習を今日、実は行ったところで

す。 

  ・中川小学校の体育館にちょっと入れてもらってというか、入り口までですけれども、行か

せてもらって、入学式の準備とか、それから始業式の時に、実際子どもたちに「ここまで

こういうふうにして通ってくるんだよ」というふうな確認をするとともに、下校時はまた



 

学年ごとにちょっとわかれて、それぞれ教室から帰ることを想定して、2 つの横断歩道を

渡って、それから 2 つの橋にわかれて帰るようなことを想定して、可能な限り下校の練習

をしたところです。 

  ・あと、4 月に入りましたら、また子どもたちが慣れるまで 2 週間ぐらいやるでしょうか。

教職員で下校の様子を見守るとか、それから指導を、ある程度のところまで引率をして行

うようなことが必要かなというふうに考えています。 

  ・済みません。以上です。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・そのほか、ご質問などございませんでしょうか。よろしいですか。 

  ・それでは、議題、報告とも以上ということになります。 

・そのほか、何かございましたら、まずお伺いいたします。お願いします。 

（委員） 

・失礼します。改めて、済みません。何点かあります。 

  ・1点目は、ユネスコスクールのことなんですけれども、先日、ほかの方から議会のほうでユ

ネスコスクールについての意見が出たというので、当事者の私たちが知らなくて、委員会

というか、どんなふうに答弁されたのかというのをここで共有していただけたらありがた

いのが、1点あります。 

  ・それから、御幸森と中川が最初の再編、統合になることに当たって、例えば学校で活動を

されていた生涯学習ルームとか学校施設開放のほうも支障というか、変更を迫られている

ところではあるんですが、その中身についても、何か担当の方によって、捉え方とか、な

かなか共有されていない部分があるのではないかということがあります。 

  ・例えば生涯学習ルームだと御幸森と中川については、そんなに施設の面も支障はないんで

す。ただ、これから 3校、4校が一緒になったりとかするときの、例えば予算の問題とか、

部屋の問題とか、それから例えば部屋がいっぱいになったときに、その生涯学習ルームを

できなくなるのかみたいな部分も含めて、少し横断的にそれぞれ担当がおありだと思うん

ですけれども、ちゃんと検討して、それなりにどなたに聞いても同じように答えられるよ

うにしていただきたいなというのがあります。 

  ・それから、3点目は、史料と備品についてです。御幸森小学校は、大変、えらく手際よく片

づけてはおられたんですけれども、その跡地を活用するということで備品についての活用

についても、その更地売却ではないわけなので、跡地の運営の人たちがどう使うかという

判断もまだあるのではないかということと。その備品についての扱いと、先生方のかなり

の負担があったのではないかというふうに思っています。 

  ・それと、貴重な史料なんですけれども、もう次の学校に、つまり大池小学校に持っていか

ないものであれば、もう当然処分するべきとは思うんですけれども、やはり御幸森小学校

でも 96 年の歴史もありますし、今後、生野区内でも 100 年を超える学校というのもあっ

て、かなり貴重な史料とかもあるので、実は問い合わせをいただいて、その辺の史料につ

いての扱いについても、事前に校長先生方にも処分にあたって、やはり歴史的価値のある

ものとか、そういうことについてご相談を委員会のほうでしていただくようにしたいし、

しかるべきところと連携をとっていただいて、そういう貴重なものが散逸したり、なくな



 

らないようにしてほしくて、御幸森の場合は図書室のほうにそういうコーナーを置いてい

ただいて、御幸森のアーカイブみたいな形ではしていただいているんですけれども、そう

いうのも学校任せではなくて、区役所として、生野の財産やとも思うので、そのあたりの

ことも含めて慎重に対応していただきたいなというふうに思っています。 

  ・以上です。 

（樋口教育委員会事務局総務部主席指導主事兼生野区役所こども未来担当課長） 

・失礼いたします。3 点ございましたけれども、そのうちのまず 1 点目のユネスコスクール

のことにつきまして、市会でどのように扱われたのかというふうなことについてご報告を

させていただきます。 

  ・2月市会におきまして、陳情が寄せられました。その陳情の中身なんですけれども、そのま

ま読ませていただきますと「新型コロナ感染症拡大で緊急事態宣言のもと、子どもたちが

不安を抱えながら学校生活を送っている。生野中学校区、また田島中学校区の工事を一旦

立ちどまることと話し合いを求める陳情書」ということでございます。 

  ・その陳情項目の 1、2、3とありまして、その 3つ目に「生野区の多文化共生教育の中心的

な柱であり、地域保護者の思いである御幸森小学校のユネスコスクールの存続を求めます」

というふうなことが書かれておりました。 

  ・この取りまとめは舎利寺小学校区の連合の方でございますので、その兼ね合いもあってか、

そういったことを入れられたと、どこでどういうふうに情報を仕入れられたのかというの

はよくわかっていないんですけれども、そういった内容で陳情を挙げてこられました。 

・この陳情項目の 3 つ目のユネスコスクールについての教育委員会としての見解ということ

で、市会でも教育長のほうからご報告をさせていただいたんですけれども、「本市では将来

を担う子どもたちの教育環境の早期改善を第一に学校配置の適正化に取り組んでおり、大

池中学校区については令和 4 年 4 月の連携型小中一貫校の開校に向け検討を進めることと

しています。学校再編によるユネスコスクールの継承について、ユネスコスクール事務局

に確認したところ『今回のような学校再編においては、新校へ承認を継承することは、継

続することはできず、新校として改めて申請し直す必要がある』とのことでございました。 

  ・このことを踏まえて、御幸森小学校が認証を受けているユネスコスクールについては、小

中一貫校としてユネスコスクールの申請を行うことを大池中学校区の小中学校で確認をし

ています。ユネスコスクールとして承認をされるまでの期間は、ユネスコスクールとして

取り組んできた御幸森小学校の実践を継承し、誰もが安心して自分らしく成長できる多文

化共生教育を特徴の一つとした学校づくりを進めてまいります」と、こんな皆さんにもご

報告をしている中身のまま、市会でもご報告をさせていただきました。 

  ・では、ユネスコスクールについては以上です。 

（井平安心まちづくり担当課長） 

・失礼します。生涯学習ルーム事業、学校体育施設開放事業を担当しています井平といいま

す。どうぞよろしくお願いします。 

  ・ただいま、ご意見ありましたルーム事業、生涯学習ルーム事業と学校体育施設開放事業に

つきましては、再編の会議の中でも説明してまいりましたが、学校の再編によって事業自

体は新しい学校の中で、統合をする形になります。 



 

  ・実際には、どういった形で活動をしていくかというところは、跡地の検討会議の中でもご

意見を聞きながら、それぞれの運営委員会さんに話を聞いた上で、新しい学校でどう調整

していくかということを区役所も入りながら、進めていく形でございます。 

  ・今、ありましたその情報の共有のところなんですが、確かに区役所の中、担当もちょっと

わかれていまして、一定情報につきましては共有しながらやっているところですけれども、

詳しい、細かいところまでの共有というところは、なかなかできていなかったところもあ

るので、今後につきましてはそういったところもしっかりと共有しながら進めていきたい

と考えております。 

  ・以上です。 

（山口生野区長兼生野区担当教育次長） 

・備品によるとは思うんですけれども、跡地になるからといって全てこういうわけではなく

って、まずはほかの学校で活用するという、引き取りたいというところがある場合は公共

の財産ですので、そこに寄贈します。 

  ・それで、どこからも手が挙がらないもの、どこからも手が挙がらない備品とか、そういっ

たものに関しては、ちょっと今跡地のほうの担当とどんな調整になっているかわからない

んですけれども、何か学校のほうで聞かれていることとかってありますか。 

・というか、何か残す備品とかを決めてはるとか、そんなことは今んところはないんですか。 

（高尾御幸森小学校長） 

・今、現状使えるものについては、そのまま跡地の事業者とかが活用できるものがある可能

性があるので、なので、一応可能なものはもう現状のまま置いておいてもらっていいです

よと。もう教育活動として使わないものとかは、それから古いものとか、そういうものに

ついては引き続き処分をしていってくださいというような意向というか、そういうイメー

ジで話を聞いているので、そういう印象を持って片づけ等をしている状態です。 

（山口生野区長兼生野区担当教育次長） 

・今のところ特に、もうここでわかることはその状態なんですけれども。 

（委員） 

・いや、済みません。もうそれで結構なんですけれども、私がよく御幸森小学校に行かせて

もらっている感じでは、とにかく 3月 31日までには、区役所の管轄になるので、要らない

ものは処分する、当然、先生方にしたら、学校として必要でないものは、ルールはわかり

ます、まず大池小学校に持っていくこと、それから使える備品はほかの学校で受けること

とか、それも結構なスピード感でやっていらしたのは、多分 3月 31日に明け渡さなあかん

という感じの捉え方のような、明け渡さなきゃじゃないですけど、いうたら引っ越しする

ときに、つまり要らんもんみんな持っていってね、みたいな感覚の捉え方であったように

思うんです。 

  ・細かいこと言いませんけれども、この前、区役所の担当とか、委員会の担当の人も、こん

なに慌ててバタバタせずに使えるものは置いといて、特に、何ちゅうんですか。いろんな

運動部の道具とかも、多分先生方は要らん、私も多分現場におったら、こんなん要らんか

ら、もう片づけんの大変だから、片づけたりという感覚になってんけれども、その辺が何

か、私がずっと再編の会議だけじゃなくて、跡地の会議も出ていたので、その運営会社の



 

方針とか、少し置いといて後で処分してもいいので、特に来年 1 年間は御幸森小学校は開

業というか、しないわけだから、その間にもう一度、やってもいいん違うかなというふう

に私の感覚では思っていたんですけれども、どうもその辺が齟齬があって、結局、すごく

一生懸命きれいに片づけてくれてはったんだけれども、かなりの先生方の負担になってい

るのではないかという印象がありました。 

  ・それと、史料等についても、多分現場は要らない。現場は要らないと思うんだけれども、

実際、私も経験があるんだけれども、後で聞いたら、「いや、あれも見せてほしかったとか」

「これはちょっと、だった」みたいなところも聞いたりするので、やっぱりそうする前に、

専門的な方とか、そういうことと研究をされているところで、やっぱり私も残しておける

べきものは残しておきたい。 

  ・ただし、要らないものは学校は要らないので、その判断は学校がするのは大変難しいだろ

うなと思ったので、最後の質問はそういう窓口、つまり処分についての、こういうのは残

しておいたほうがいいみたいなところとつながっていただいて、そういうことも学校とし

ては相談してもらって、あと散逸がないようにしたらいいんじゃないかなというふうに思

ったのはあります。 

  ・細かいこと言うたらあれなので、ここでもうこれ以上は言いませんけれども、こういうこ

とではあります。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・ありがとうございます。そのほか。 

（委員） 

・済みません。舎利寺小学校区から参加させていただいております。よろしくお願いします。 

  ・ちょっとこの席で言うべきかどうかわからないんですけれども、先ほどの御幸森小学校で

いきいき活動をして、そちらに保護者が児童を引き取りにいくという形の案ですけれども、

それが舎利寺小学校のほうでも適応されるのかどうかというのが、ちょっと気になりまし

て。 

  ・というのは、御幸森小学校から舎利寺小学校はかなり離れているんですけれども、どうし

てもちょっと田島のほうの、少し中川小学校、大池小学校のほうの校区に入ってしまうの

で、こちらの親御さんからすれば、舎利寺小学校のほうが近いという意見がどうしても、

この御幸森小学校のこういうのをすると出てくると思います。 

  ・その際、そこまでの、指導員の方が、多分徒歩になると思うんですけれども、歩いて舎利

寺小学校まで行ってとかいう案が可能なのかどうかとか。あとはどうしても舎利寺小学校

のほうの児童が少ないので、最低人数ですね。何人以上でないとこの事業はできませんと

かあるようであればと思いましてお聞きします。よろしくお願いします。 

（大川地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・ありがとうございます。今ご質問いただきました件で、まず今回は令和 3 年 4 月、この 4

月の御幸森小学校と中川小学校、こちらが対象となっていますので、令和 4 年 4 月に再編

する部分、舎利寺小学校の校区の方、こちらにつきましても同様の形態で事業としては入

れていく予定で、流れでおります。 

・今、ご質問がありました何人以上いればという話ですけれども、例えば今のいきいき放課



 

後事業でしたら、例えば延長後の分でしたら、縛りはあるんですけれども、今回、この事

業は区役所で独自に考えてやってる事業ですので、1 人でも対象となる人が、申し込みが

あれば、この元小学校に連れ帰るという仕組みですね。そういったことで考えていきたい

と思っていますので、よろしくお願いします。 

（委員） 

・じゃあ、西生野のほうも同じような感じと思っといたらよろしいですね。どうしてもあち

らの親御さんが多いので、聞かれることもあるんですけれども、やっぱり噂がいってしま

うんで、言うては悪いですけれども、大池小学校はこんなんしてんのに、西生野のほうは

してくれへんのかとか、なってくると思うんですけれども、そういうのも可能なんでしょ

うか。 

（大川地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長） 

・令和 4 年の 4 月に再編しますのが、今、話が出ました西生野小学校、生野中学校区ですけ

れども、それから田島中学校区、この両方についても同じような仕組みで対応できるよう

にはしていこうと思うてます。ただ、それぞれの中学校区も同じような検討会議がござい

ます、その中でまた意見をお伺いしながら、具体的には進めていくという形になっていま

す。 

（委員） 

・ありがとうございます。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・そのほか、ございませんでしょうか。 

  ・それでは、ちょっと今日、その他としまして、委員から学校体育施設開放事業につきまし

て、ご意見のほうをいただいておりまして、そのことで意識合わせといいますか、ご説明

のほうをこちらのほうからさせていただきと思います。 

（堀内地域まちづくり課担当係長） 

・失礼します。生野区役所の地域まちづくり課の堀内と申します。お時間をいただいてご説

明のほうをさせていただきます。 

  ・今、司会のほうからご紹介いただきましたように、委員から現在の学校体育施設開放事業

の状況について、特に少年野球に関して、大池小学校への移行について説明をということ

で、お申し出を頂戴いたしましたので、ご説明等をさせていただきます。 

  ・まず、学校体育施設開放事業、もう先ほどの生涯学習ルームとかと同じでお話が出ており

ましたので、皆様はご存じだと思うんですけれども、いわゆる小学校、中学校の体育の施

設、グラウンド、体育館等を学校教育に支障のない範囲におきまして、地域の皆様に開放

をさせていただいているというものでございまして、各学校によりまして開放の日時であ

ったり、場所であったり、使える範囲というのは異なっているという状況でございます。 

  ・そのため、利用に当たっては各小学校、中学校区に運営委員会、地域の皆様で構成いただ

く運営委員会と学校とで調整をしながら、お使いいただいているというところでございま

す。 

  ・御幸森小学校と中川小学校でも、もちろん状況は異なりますので、昨年の 5 月ごろから両

校間の調整という形で始めさせていただきまして、途中コロナで、一時期また飛んでしま



 

ったんですけれども、8月から改めて運営委員会のほうに区も参加させていただきまして、

調整を行っていたところでございます。 

・9月に行われました中川小学校での運営員会の折に、少年野球、野球について現中川小学校

の施設のほうでは受け入れが難しいという旨の話がございました。私ども、区の担当者の

説明不足があったかもわからないんですけれども、区のほうと学校とでお話をさせていた

だいたんですけれども、やっぱり施設の安全管理面という点から、現時点では受け入れる

ということはできないという形となりましたために、10月に行わさせていただきました御

幸森小学校、中川小学校のそれぞれの運営委員の代表の数名の皆様にお集まりいただいた

際に、その点につきまして区役所のほうからご説明をさせていただき、できる対応といた

しまして、ほかの中学校等での活動を打診してみるのはどうでしょうかということで、ご

提案をさせていただきまして、この間、受け入れ先ということで探してまいったところで

ございます。 

  ・ただ、なかなか当該活動を継続的にやっていきたいと思っているんですけれども、今現在、

例えば毎週日曜日に使えるかという形での継続的に利用できるという場所がまだ見つかっ

ていないというところが現状で、現在区のほうでは御幸森小学校の跡地、先ほど 1 年間は

という話、委員のほうからございましたけれども、暫定的に使うことができないかという

ことで動き始めたところではございます。 

・一方で、この間、このコロナ云々というところを理由にするわけじゃないんですけれども、

やはり皆さんで集まろうと思っていました調整会議とか、ちょっと流会になってしまいま

して、調整の状況とか、今後の動きどういうふうに考えているんだというところというの

が、各運営委員会の皆さん、地域の皆様としっかり共有ができていなかったということが

あるかなと思います。 

  ・そのことがございましたので、今回こういったご意見を頂戴したのか思うんですけれども。

その点は反省しないといけないところだとは思うんですけれども。あと、今後その点につ

いては情報共有を密にしながら、調整のほうを図っていかないといけないというふうには

思っております。 

   ・雑駁な説明にはなるんですけれども、この間の調整状況については以上となります。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・済みません。説明のほうがございましたけれども、ご質問等がございましたら。 

（委員） 

・この議題、これに関しては、僕が一応提案させてもらったんですけれども、先週ですか、

結構いろんな方向から聞かせてもらったんですけれども、各方面からがちょっと言うこと

が違うというか、認識がちょっとみんな違うように聞こえたので、今回集まってもらった

んですけれども。今の中川小学校ですね。大池小学校になるじゃないですか。それの校長

先生と、あと PTA会長、どういうお考えかちょっと聞きたいです。 

（委員） 

・中川の PTA会長です。今施設開放の事業委員として、会長として出席させていただいてお

るんです。9月の、今言ったお話というのは、学校が受け入れるということではなくて、安

全対策がとれないので今の状態では認めないという話の中で、コロナもあったんでちょっ



 

と集まりができなかったと。ただ、今使用されている野球の方ですね。その安全対策面を

きちっとお話をさせてもらった上で、そういう対策の費用面とか、今までやっていたのに

急にできなくなるという、その子どもたちのことを考えると、もっと密にきちっと話をし

て、学校側に逆に打診するべきではないのかなという感じですね。 

  ・今までは、御幸森でこういうことをしていたと、その中で中川、今の現中川ではできてい

ないと、そういうものも予算を出して、やっぱり少しでも、新しく入ってくるというので

はなくて、元々あったものがなくなるということは、少しちょっと認識からずれているの

ではないか。 

  ・それを利用される団体の方と委員の長と今、担当者の方と、きちっとそれを話した上で、

通常は大池小学校がもう始まると同時にしとくべきだと思うんですわ。これはコロナもあ

るので、なかなか一言には言えないんですけれども、やっぱりそういう話し合いがないま

ま、ずっとズルズルっといくとやっぱり今まで利用されていた方というのは、少し納得が

いかないのかなとは思います。 

  ・現に、中川ではだめだというような発言はしていないのかなということは、参加させても

らっていますんでお話させてもらいます。 

  ・以上です。 

（柿野中川小学校長） 

・施設開放のことなんですけれども、これは再編になるということは、実は物理的なもので

すよね。教育活動だけじゃなくって PTAもそうですし、生涯学習もそうですし、施設開放

もこれも一緒、全部セットな話なんです。今でいうと、例えば小学校でいうと防球ネット

が 1 面しかない話で、そこは早急にやらなあかんねんけれども、そこを整備するのは学校

なんか、やっぱりそういう統括する区としてやるのかという話が出ない中で、じゃあ学校

が、それを今の状態やったら安全面でいうと担保でけへん話やから、今の現状で無理です

よというのが、何か学校が拒否しているみたいに捉えているみたいなのはちょっとそこは

違うんでね。 

・基本的には 2 つ一緒になってできるために、何をしていかなあかんのかということでない

と、双方の学校、例えば逆に御幸森さんが来るから、中川が今までしていたことができな

くなると、これもおかしな話なんですよ。 

  ・だから、2つの学校、組織、それから地域の活動が保障されるためには、何かは変えていか

なあきませんし。僕らでいうと、基本なものは教材教具であったり、そういう施設整備だ

けを中心にやるんですけれども、そういう課外のところでいうたら、もっと広い視野でや

らないと、開放時間以外の活動、これも学校で事故があったら困る話で、そこをじゃあ、

いやそれは学校が全部やりなさいというものなのかと。そこを詰めないと、時間はどんど

ん、これは 1 年、2 年たっていくと、今 5 年生、次 5 年生の子は、もう卒業しちゃったら

結局使えなくなるから、やっぱり整備するというのは、そういうことも含めたセットやと

思うんですよ。 

  ・そこを 100％できへんにしても、どこからやっていけるのか。ここまでやったら活動とい

うのはある程度できるん違うのかということで。いわゆるできていくためにどうしていか

なあかんのかという議論をするための裏打ちを、やっぱり学校の現場、それからニーズの



 

ある団体、それからやっぱりそれをまとめていく行政の側ということが、そこを一致せえ

へんかったらあかんというのが今の課題だと思うんですよ。 

  ・当然、今まで御幸森小学校でできていたのに何ででけへんねんと、これ素朴に思う話です

わ。そこを逆の中川小学校でいうと、子どもがもう 4 月なってでけへんようになるのかっ

て言われたら、本当にどうすんねん。親としてどうすんねん。というのは課題は一緒だと

思うんですよ。 

  ・その辺のところは早急に、どうやったら、どの取っ掛かりでじゃあ予算、どこからとって

いくのかというのは、通常の体育施設開放というのは限られていますよね。そういう部分

だけだったら、無理やと思うんですよ。そういうようなところをもう少し、もう時間はそ

んなにないと思うので、やっぱり手だてをしていかないと、あかんのかなというのが学校

としての見解なんです。 

 ・別に、できないじゃなくて、やるためにどうしたらええねんというのが、学校だけで踏ん

張ってもできひんところがあるので、そういうようなところを、そこが欠けているところ

じゃないかなとは思っているんです。 

（委員） 

・さらに、今のも踏まえてからなんですけれども、コロナが、コロナのせいって言ってもあ

る程度あると思うんで、これから半年とかじゃなくて、何て言うんですかね。御幸森小学

校で今野球をされている方となると、この話し合いはこれからコロナやから会議できませ

んという話じゃなくて、それこそ早くやってもらったほうが、もういろいろ手だてあると

思いますんで、今の学校側と PTA会長と区役所の方で全員で話聞きましたんで、これで全

員合わせられると思うんで、もう僕のほうに、何かいろんなこう言っていた、ああ言って

いたという話は多分こないと思うんで、ちょっとそうできるように区役所の方、話し合い

等お願いします。大丈夫ですか。 

（井平安心まちづくり担当課長） 

・はい。今、お話聞きまして区役所のほうも、実際にやっぱり現状のことだけを見ていたと

ころも確かにありますんで、まず学校のほうとしっかりと話をした上で、どういった形で

進められるのかというところをしながら、当然 PTA の会長の意見もいただきながら、あと

団体さんのほうとしっかりと話をして、前に進んでいけるような形で、今言われているよ

うに時間をかけてやるんじゃなくて、早期に対応できるように取り組んでいきますので、

引き続き、御協力のほうをよろしくお願いします。 

（委員） 

・区役所の方のほうから、担当者から皆様にちゃんと伝えてください。みんな知っているだ

ろうとかじゃなくて。必ずあなた方発信でお願いします。 

（井平安心まちづくり担当課長） 

・わかりました。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・その他ございませんでしょうか。 

（委員） 

・学校に話をする前に、まず利用されるスポーツ団体の方とお話をまずしてもらって、実際



 

に防護ネットとかというのはどうしても期間がかかると、予算もあると。そうなってきた

ときに、どうしても今の 5年生、6年生で、野球、うちの息子もしているんですけれども、

その期間というのは物すごい大事な期間なんですわ。 

・伸びる、伸びない。できる、できないがあるので、例えばその利用団体の方が、こういう練

習方法やったら安全面もできるから、学校側とちょっと話をしてもらわれへんかというの

をしないと、野球全部一から十までってなると、クリアするまでに物すごい時間がかかる

と思うんです。 

  ・だから、じゃなくて、例えば体力づくりで走ることやったらいいよとか。ボールは打たな

いけれども投げるんやったらいいよとか。そういう最低限のその利用団体の方のまず意見

を聞いて、ネットやったら 2 年かかります。その 2 年の間やったら、半年やったらここま

でやりますとかという、そういう条件をある程度きちっと出さないと、やっぱり。それか

ら学校側と、こういうふうにやってくださいねとか、これやったら対策がオーケーやから、

これやったら施設利用の方と日時調整して利用してくださいとかという意見になってくる

と思うんですわ。 

  ・だから、一から十までを全部やるとかではなくて、ちょっとずつでもいいんで聞いてもら

ったらいいのかなとは思うんです。 

（井平安心まちづくり担当課長） 

・ありがとうございます。この間もいろいろお話はお伺いしながらやっていたんですけれど

も、その辺がうまいこと調整ができていなかったところが問題があると思いますんで、そ

こは早期に再度しっかりとやっていきたいと思います。よろしくお願いします。 

（委員） 

・済みません。その点、いいですか。とりあえず、跡地の話がこれから進んでいくと思うん

だけれども、とりあえず来年 1 年は御幸森の整備ということで聞いていて、その間につい

ては、まち協のほうと使用について、何か話をするというふうに聞いたんですけれども、

その条件の中に、例えば今おっしゃっているようなすぐに対応が難しいのであれば、御幸

森が空いているのであれば、引き続きやることとかも可能だと思うので、その辺は会長さ

んもおっしゃっているみたいに、ちゃんと当事者になり聞いてもらうような感じでいえば、

跡地の状況の中で使用が可能ではないかと。 

  ・そのときに今度、協定じゃなくて、何かされるんですよね。まち協とね。そこの中身にち

ゃんとこのことが反映されているのかどうか、今ちょっと心配になったので、この辺も今

週とかいうふうに聞いているので、ここもまた配慮をして入れてもらえたらいいん違うか

な。当面、とりあえず使えるところで使ってもらうというのがいいかなというふうに思っ

ているので。よろしくお願いします。1年間。 

（井平安心まちづくり担当課長）  

・いろんな状況はあると思うんですけれども、今おっしゃっていただいているようにしっか

りと大池小学校のほうで活動していくための調整をするというのが、まず前提だと思いま

すけれども、今おっしゃっていただいているように、すぐに行けない場合は間があくこと

がないよう、その跡地の活用も含めて、中で情報をしっかり連携して、使えないというこ

とがないような形で調整していきますので、引き続きよろしくお願いいたします。 



 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・そのほかございませんでしょうか。今の施設開放以外につきましてでも構いません。よろ

しいでしょうか。 

  ・本日の議題は以上となります。それでは閉会の前に区長のほうからご挨拶のほうをさせて

いただきます。 

（山口生野区長兼生野区担当教育次長） 

・本日もご意見さまざまにありがとうございました。どうしても私たちも縦割りみたいなと

ころで申し訳ないところもあったかと思いますし、区としては学校再編、小学校再編自体、

初めてのところもありまして、いろいろ情報収集をしながら努めてはいるところなんです

けれども、このように皆さんの側から見たら、もう行き届かない、聞こえないというよう

なところも多々あるかと思います。 

  ・その都度、ご指摘いただいて、私たちも議論や情報共有をしっかりしながら進めていきた

いと思いますので、こういったご意見非常にありがたく思っております。 

  ・本日も長い時間ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

（竹中地域まちづくり課担当係長兼教育委員会事務局総務部教育政策課担当係長） 

・皆様、お疲れさまでした。本日は終わります。どうもありがとうございました。 

６ 主な確認事項等 

・大池中学校、大池小学校による連携型小中一貫校について、通称を定めることとし、次回

の検討会議にて、通称の決定方法について検討を行う。 

・柿野中川小学校長が作曲した、大池小学校の校歌の楽曲を確認した。 

７ 会議資料 

  ・議事資料大池小学校歌 楽譜 

・報告資料１ 大池小学校開に向けた施設整備等ついて 

・報告資料２ 通学路の安全対策について 

・（追加資料）通称選定の進め方（案） 

・（追加資料）「児童の安全確保と居場所づくり事業」実施内容 イメージ図 


